「ケアマネかたるーむ」企画
＜背景・課題＞
・地域包括ケアを進めていく中でケアマネジャーの役割への期待は大きい。
・ケアマネジャー自身の高齢化及び担い手不足が顕著になっている。
・一人暮らし高齢者・高齢者世帯の増加や身寄りのない方、8050世帯、生活困窮者などへの対応や意思決定支援、家族の仕事と介護の両立、ヤングケアラーについてなどケアマネジメント以外の業務を担うことが増えてきている。
・ケースが複雑化・複合化しており多機関との連携が必須である。
※ケアマネジャーだけでの解決が難しくなってきている。
・ケアマネジメント以外の対応（カスタマーハラスメントなど）にも苦慮している。
・令和６年度 介護保険制度改正でも「働きやすい職場環境の確保」がうたわれている。
→課題 ：地域包括ケアを進めていく中でケアマネジャーの役割が期待されている一方、ケアマネジャー
の負担は増大しており、今後更にケアマネジャーの担い手不足に陥る可能性がある。

＜目的＞
「ケアマネジャーの働きやすい環境づくり」について考える。
※ケアマネジャーの本来の役割について考える。
※行政には、ケアマネジャーの現状について理解してもらい、業務負担の軽減、処遇改善など市としてできることを検討してもらう。

＜内容＞
「ケアマネジャーの働きやすい環境づくり」におけるテーマも検討
例：「カスタマーハラスメントへの対応」　etc
・ケアマネジャー同士の関係づくり　
・ケアマネジャー同士の情報共有　　※上手くいった事例などを参考にする。
・行政への質問　など
※方法や内容、テーマについては参加者にアンケートを実施
※テーマの内容によっては、介護保険課以外の担当課も参加

＜対象＞
市内のケアマネジャー　　※各会２０人位

＜方法＞
・ケアマネジャーへの周知 ：居宅部会での案内、介護保険課の同報メール
・対面式で開催四日市市サービス事業者連絡会 居宅部会 
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